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１． 第 17 回大会ご案内   
                                 

〇日時：2024 年 2 月 24 日（土）13:10～15:30 
 

〇テーマ：「東日本大震災から 13 年～人・生活への支援～」 

みなさん、お元気でお過ごしでしょうか。福祉社会学科は2023年に前身となった「福祉環境学科」の

時代から数えると開設 20 周年を迎えました！ 

この間多くの卒業生が巣立ち、それぞれの場所で活躍されているわけですが、ここ数年はコロナ禍の

影響もあり、卒業パーティーや同窓会、ホームカミングデー、学園祭も思うように開けない状況が続き

ました。 

卒業生のみなさんの様子があまりわからないまま本学を離れた先生方もおり、本来は在学生と卒業

生をつなぐ場として設けられた学内学会も在学生を中心に実施しておりました。 

新型コロナウィルスが 2 類から５類に移行して初めての開催となる第 17 回学内学会は、「東日本大

震災から 13 年～人・生活への支援～」という共通テーマでシンポジウムを行います。 

みなさんにとって懐かしく思い出深い授業であろう「福祉社会とボランティア」や「コミュニティー・サー

ビス・ラーニング」、「ソーシャルワークプロジェクト」「ボランティア論」などをご担当いただき、本学のコミ

ュニティ・サービスラーニングセンター長として、ボランティア活動を通じて学生たちが社会や人とつな

がる機会を豊富に提供してくださってきた興梠寛元教授に講演をお願いしています。 

また、シンポジストには福祉社会学科の第１期生で、現在附属昭和こども園にて主幹教諭をなさって

いる佐藤瑠美さんや、本学で修士・博士の学位を取得し本学科の教員として「福祉キャリア論」「福

祉キャリア演習／実習」「CSR と福祉」などを担当してくださっていた吉田仁美先生も登壇されます。
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同じくシンポジストとして、現役の病院言語聴覚士でもあられる徳山明子様より災害リハビリテーション

をキーワードとした報告をいただきます。 

学生ボランティア ENVO からも有志が実践報告を行います。 

このシンポジウムが、国内外で生じている災害の被災地となった人々の生活をめぐる様々な問題や、

決して遠くない未来に生じるであろう災害から惹き起こされる問題に直面した時に、福祉社会学科で

学んできた（学んでいる）我々がどのように対処すればよいかを考える契機となれば幸いです。 

シンポジウム終了後は、登壇者の皆様を囲んでささやかな懇親会を持ちたいと考えておりますので、

卒業生のみなさんにおかれましてはどうぞお友達同士お誘いあわせの上お申し込みください。 

みなさんにお会いできることを楽しみにしております！！ 

福祉社会学科学科長 伊藤 純
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２．第 16 回大会スケジュール 
 
日 時：2024 年 2 月 24 日（土）13:10～15:30 
 
会 場：第 1 部：昭和女子大学グリーンホール 

第 2 部（懇親会）：大学 3 号館 1 階 1S02 教室 

 
 時間 内容 登壇者 

1 13:10-13:15 総会 学会報告 伊藤 純／昭和女子大学社会福祉学会会⾧
（学科⾧）                

2 13:15-13:18 開会挨拶・優秀論文表彰 伊藤 純／昭和女子大学社会福祉学会会⾧
（学科⾧）                

3 13:18-13:28 卒業論文 優秀論文発表 未定／指導教員             
未定／昭和女子大学福祉社会学科４年  

4 13:30-14:15 基調講演 
つながる、つなぐ、わかちあう 

～昭和女子大学の学生が挑んだ災

害ボランティアの軌跡～ 

興梠 寛／昭和女子大学 元教授   
 

休憩 
5 14:20-15:15 シンポジウム 

（1）千葉県言語聴覚士会における
災害リハビリテーションの取り組
み 
 
（2）保育の現場から 

～震災を経験して～ 
 
（3）災害時における聴覚障害者へ
の支援～ユニバーサル・デザインの
視点を含めて～ 
 
（3）質疑と討論 
  

            
徳山明子／東京都湾岸リハビリテーション病
院，言語聴覚士 
 
佐藤瑠美／昭和こども園 保育教諭 
 
 
吉田仁美／日本大学 准教授（昭和女子大学
大学院修了） 
 
 
進行：川﨑愛／福祉社会学科 教授  

6 15:15-15:25 実践報告 東日本大震災後の女川
町復興ボランティア～現在までの
関わりと今後の展望～ 

福祉社会学科 学生ボランティア ENVO  
2 年 中山陽香理，浪井百合香  
1 年 久米佑佳，西澤美優  東出みすゞ             

7 15:25-15:30 閉会挨拶・懇親会案内 
 

竹中啓介／福祉社会学科 特命准教授       

 

●参加方法について 

 学会終了後登壇者の先生を囲んで懇親会を行います。 

 お料理・飲み物の発注の都合上、事前に参加申し込みをお願いいたします。 

 


